
 

令和３年度「きれいな奈良県づくり功労賞」について 

 
本表彰は、「きれいに暮らす奈良県スタイル」行動計画に基づく各主体者の実践活動を促

進し、全県的・継続的な県民運動を誘発・普及していくため、行動計画の推進に貢献して

いる団体・事業者、個人に対して、「きれいに暮らす奈良県スタイル」推進協議会会長（奈

良県知事）より表彰するものです。 

 

例年は「きれいに暮らす奈良県スタイル推進協議会」総会にて表彰式を行っていますが、

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、今年度は表彰式を奈良ホテルにて行いま

した。 

受賞団体の皆様のご活動に敬意を表しますとともに、これからもますますご活躍される

ことを期待しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

受賞された団体の皆様と知事の記念撮影 

（前列左から：西の山園芸クラブ様、葛美住宅自治会せせらぎ会様、一般社団法人吐田

郷地域ネット様、荒井知事、公益財団法人通信文化協会 郵政博物館 

副館長 井村 恵美様、株式会社マル勝髙田商店様、ｇｒａｆ 有限会

社デコラティブモードナンバースリー様 

（後列左から：株式会社中尾組様、株式会社オフィスジーアイジー様、桜井まちづくり

株式会社様、ヨツギテクノ株式会社様、森田昌司建築空間設計 代表 

森田 昌司様、株式会社森下組様、株式会社淀屋 cherry＇s spoon

様、Cozy Planning 株式会社様、株式会社シンコー様） 

   （欠席：向井 鐡男様、株式会社ニホンディスプレイ様、染工房シュシャ様、 

       quro products 様） 

資料１ 



◆川のきれい化部門・・・１団体  

向井 鐡男 

 

毎朝５時頃から、児童公園や駅周辺や川沿いでレジ袋を持参し、一人で 

空き缶、ペットボトルやその他のごみを収集し、市内の環境美化に取り組み 

貢献されている。 

 

◆景観づくり部門・・・２団体 

西の山園芸クラブ  会長 樋口 建市 

 

斑鳩町龍田西３丁目西の山団地において、住宅街内の公園花壇、街路樹下、           

空き地の植え替えなどの整備、道路沿いや公園でのポイ捨て対策のため                  

看板設置。自治会を通じて、団地内設備老朽箇所の修復改善の提言。 

団地内美化活動を行い景観づくりに貢献されている。 

葛美住宅自治会 せせらぎ会  自治会長 白井 正治 

 

旧国道２４号線と中和幹線交差点近くの「せせらぎの道」において、 

毎月２～３日を活動日として年中花が途切れないように植栽と手入れを 

実施。また、年間通じてプラゴミ、たばこの吸い殻などの清掃活動を 

実施し景観づくりに貢献されている。 

 

  

受賞理由 

清掃活動（高田川） 

花植え（斑鳩町龍田西周辺） 

 

受賞理由 

植栽活動（せせらぎの道） 

 

受賞理由 



 

◆景観づくり部門（奈良らしい良好な景観を形成する屋外広告物）・・・５作品 

【（一） 歴史的景観部門】 

   郵便名柄館 

 広 告 主  一般社団法人吐田郷地域ネット 

デ ザ イ ン  公益財団法人通信文化協会 郵政博物館 副館長 井村 恵美 

デザイン・製作   株式会社ニホンディスプレイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（二） 沿道部門】 

てのべ たかだや 

広 告 主  株式会社マル勝髙田商店 

デ ザ イ ン  graf 有限会社デコラティブモードナンバースリー 

製 作  染工房シュシャ 

quro products 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（三） 商業地、駅周辺部門】 

   蔵の宿 櫻林亭 

広 告 主  桜井まちづくり株式会社 

デ ザ イ ン  株式会社オフィスジーアイジー 

製 作   株式会社中尾組 

 

 

 

 

 

 

 

※敬称略 



 

◆景観づくり部門（奈良らしい良好な景観を形成する屋外広告物）・・・５作品 

【（四） 一般地域部門】 

   ヨツギテクノ株式会社 

広 告 主  ヨツギテクノ株式会社 

デ ザ イ ン  森田昌司建築空間設計 代表 森田 昌司 

製 作  株式会社森下組 

 

 

 

 

【（五） みんなでいいね！なら部門】 

cherry's spoon 

広 告 主  株式会社淀屋 cherry's spoon 

デ ザ イ ン  Cozy Planning株式会社 

製 作  株式会社シンコー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選定委員会の審査により決定した

（一）～（四）の部門とは別に、一般

の方々から公式インスタグラムへの

「いいね」による投票を行い、「いい

ね」が一番多い作品を受賞作品とし

て決定いたしました。 


